
令和３年度第１回市民ボランティア講座 

「夢・可能性・多様性を育てる～パラリンピック教育の実践から～」 

開 催 要 綱 

 

１．目  的   東京パラリンピックの開催年に合わせ、障がい者スポーツの第一人者から

の講演やシンポジウムをとおして、パラリンピックが人やまちづくりに与え

る影響や、障がいに関わらず誰もが暮らしやすく、その人らしい生活を送る

ことができるまちづくりなどについて理解を深め、今後の地域での活動等に

つなげていくことを目的として開催します。 

 

２．主  催  名寄市社会福祉協議会 

 

３．共  催  名寄市／名寄市教育委員会／Ｎスポーツコミッション／名寄市立大学 

 

４．日  程  令和３年５月２１日（金） １６：３０～１８：００ 

 

５．場  所  名寄市総合福祉センター 多目的ホール （名寄市西１条南１２丁目） 

 

６．参加対象  どなたでも参加いただけます。 

 

７．内  容  シンポジウム「夢・可能性・多様性を育てる 

～パラリンピック教育の実践から～」 

         【シンポジスト】 

 マセソン 美季 氏  

（日本財団パラリンピックサポートセンター プロジェクトマネージャー）  

大学１年生の時に交通事故で車いす生活となり、1998年長野冬季

パラリンピックでは、アイススレッジスピードレースで計４個（金

３個、銀１個）のメダルを獲得。 

その後、東京学芸大学を卒業し、アメリカイリノイ州立大学に留

学。卒業後は結婚を機にカナダで生活を送る。 

日本とアメリカ・カナダとの「障害」への捉え方の大きな違いを

痛感し、2016年から現職として、住まいのあるカナダと日本を行き

来しながら「パラリンピック教育」に尽力され、名寄市内でも活用

されているパラリンピック教材『I’mPOSSIBLE』日本版の開発・普

及を通しながら「インクルーシブ」「共生」といった現在必要とされ

ている社会の実現を目指している。 

            ※カナダからのリモート出演 



 

           五十嵐 真 幸 氏（カムイ大雪バリアフリー研究所） 

             生まれつき障がい（骨形成不全症）があり、カムイ大雪バリアフ

リー研究所等において当事者の目線から様々な街づくりの活動を行

っている。 

             中級障がい者スポーツ指導員としても、障がい者スポーツの普及

啓発に携わっており、障がい者スポーツを取り入れた活動を多数展

開されている。 

 

           瀬 尾 祐 貴 氏（名寄小学校 教諭） 

             令和２年度、５学年担任時に「共生」をテーマとした総合的な学

習の時間において、パラリンピック教育を取り入れた福祉教育を展

開された。 

             児童が作成した成果物を「ここほっと（西條名寄店１階）」で市民

に配布する等、地域への発信も積極的に行われた。 

         

         【コーディネート】 

 関  朋 昭 氏（名寄市立大学 保健福祉学部教養教育部 教授） 

              スポーツが教育に与える影響等について研究をされ、Ｎスポー

ツコミッションの副会長としても、地域のスポーツ振興に尽力さ

れている。 

 

８．申し込み  お電話、FAX、E-mailなどで５月１０日（月）までにお申し込み下さい。 

 

９．定  員  先着１００名 

 

10．参加条件  ①新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、次の事項に該当される方の参

加をお断りします。 

１）平熱を超える発熱がある。 

         ２）せき、のどの痛み、風邪等の症状がある。 

         ３）体のだるさ、息苦しさ、疲れやすい。 

         ４）嗅覚や味覚の異常がある。 

         ５）過去１４日以内に新型コロナウイルス感染症陽性とされる方との濃厚

接触がある。 

         ６）過去１４日以内に同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる。 

         ７）過去１４日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間が必要とされ

る国、地域等への渡航、または当該在住者との濃厚接触があった。 

 



 

        ②会場ではマスクの着用を必須とします。 

コミュニケーションや健康上の理由等によって着用できない方は除きます。 

 

③会場入り口での検温を必須とします。 

 検温機材（非接触型）は主催者で用意します。スタッフの指示に従い検温

を行っていただきます。 

 

11．感染防止  新型コロナウイルス感染症拡大防止のため次の対策を取ります。 

①席は十分な距離を取って配置します。 

②こまめな換気を行います。 

③消毒液を設置します。 

④人数制限を設けます。 

 

12．そ の 他  ・手話及び要約筆記通訳が付きます。 

        ・災害等によって事業を中止させていただく場合があります。その際は、本

会ホームページ、Facebookにて周知させていただきます。 

        ・開催には赤い羽根共同募金運動の助成金が役立てられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［お問合わせ・お申込先］ 

  社会福祉法人 名寄市社会福祉協議会 地域支援係（担当：小笠原） 

〒096-0011 名寄市西１条南１２丁目 名寄市総合福祉センター内 

TEL：０１６５４－３－９８６２／FAX：０１６５４－３－９９４９ 

Ｅ-ｍａｉｌ：chiiki@nayoro-shakyo.jp 


